
①
羽
鳥
梓
（
３
年
１
組
）

②
１

③
ピ
ッ
チ
ャ
ー

④
オ
ナ
ラ
百
発

百
中

①
田
中
武
蔵

（
３
年
２
組
）

②
２

③
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

④

耳
た
ぶ
が

柔
ら
か
い

①
加
藤
諄
也

（
３
年
５
組
）

②
３

③
フ
ァ
ー
ス
ト

④
片
目
二
重

①
長
田
直
太
朗
（
３
年
２
組
）

②
４

③
セ
カ
ン
ド

④
左
ほ
っ
ぺ
の

え
く
ぼ

①
小
松
遼
翔

（
３
年
３
組
）

②
５

③
サ
ー
ド

④
つ
む
じ

①
宮
下
侑
樹

（
２
年
５
組
）

②
６

③
シ
ョ
ー
ト

④
た
ま
に
出
る

三
重

①
佐
藤
海
斗
（
３
年
１
組
）

②
７

③
レ
フ
ト

④

手
長
ザ
ル

①
西
室
健
太

（
３
年
１
組
）

②
８

③
セ
ン
タ
ー

④
頭

①
長
谷
部
慶
（
３
年
２
組
）

②
９

③
ラ
イ
ト

④
お
に
ぎ
り
頭

①
笠
井
敦
仁
（
３
年
５
組
）

②
10

③
レ
フ
ト

④
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
目
指
し

て
ま
す

①
滝
口
凌
央
（
３
年
３
組
）

②
11

③
ピ
ッ
チ
ャ
ー

④
ま
つ
げ

①
小
林
航

（
２
年
５
組
）

②
12

③
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、

セ
カ
ン
ド
、
サ
ー

ド④
5
厘

①
山
口
蒼
太

（
３
年
１
組
）

②
13

③
フ
ァ
ー
ス
ト

④
鼻
が
高
い

①
渡
辺
快
（
３
年
２
組
）

②
14

③
セ
ン
タ
ー

④
背
が
高
い

①
坂
本
塁
（
２
年
３
組
）

②
15

③
ピ
ッ
チ
ャ
ー

④
肩
幅

①
加
藤
由
馬
（
３
年
４
組
）

②
16

③
ラ
イ
ト

④
話
し
方
が
優

し
い

①
岡
部
道
大

（
２
年
２
組
）

②
17

③
セ
カ
ン
ド

④
目
元
の
ホ
ク

ロ

①
小
高
温
人
（
１
年
５
組
）

②
18

③
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

④
ま
ん
丸
な
顔

①
天
野
友
翔
（
２
年
５
組
）

②
19

③
レ
フ
ト

④
一
重

①
清
水
陽
平
（
２
年
５
組
）

②
20

③
フ
ァ
ー
ス
ト

④
キ
レ
の
あ
る
ス

ラ
イ
ダ
ー

み
ん
な
の
応
援
で
都
留
高
野

球
部
を
後
押
し
く
だ
さ
い
。
野

球
応
援
に
は
こ
の
新
聞
を
持
っ

て
応
援
に
行
こ
う
！
。

令和５年(2022）７月１０日 都留高ニュース ６２号

発行所
山梨県立

都留高等学校
大月市

大月２丁目11-20
編集
都留高校新聞同好会

夏
の
高
校
野
球
開
幕

都
留
高
ニ
ュ
ー
ス

今年も野球応援の季節がやってきた。今年は若鶴祭での吹奏

楽部の発表・有志発表、さらには壮行会にて応援の準備もばっ

ちりだ。今回はベンチ入り野球部員を紹介したい。

自
学
進
取

今
年
の
都
留
高
の
学
園
祭
「
若

鶴
祭
」
が
終
わ
っ
た
。
今
年
は

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
ア
ン
ケ
ー
ト

で
決
定
し
、M

rs
g
r
e
e
n
ap
p
l
e

の
「
青
と
夏
」
に
決
ま
っ
た
。

そ
の
歌
詞
に
一
部
に
は
「
夏
が

始
ま
っ
た
合
図
が
し
た

傷
つ

き
疲
れ
る
け
ど
も
い
い
ん
だ

次
の
恋
の

行
方
は
ど
こ
だ

映

画
じ
ゃ
な
い

主
役
は
誰
だ

映

画
じ
ゃ
な
い

僕
ら
の
番
だ
」
と

あ
る
。
ま
さ
に
青
春
そ
の
も
の

を
表
し
た
よ
う
な
歌
詞
だ
。
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
制
し
た
の
も

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
青
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
21

世
紀
研
究
会
編

『
色
彩
の
世
界
地
図
』
（
文
藝

春
秋
）
に
よ
れ
ば
、
青
は
、
方

角
で
云
え
ば
東
を
意
味
す
る
。

「
そ
れ
は
生
命
の
息
吹
を
想
像

さ
せ
る
か
ら
、
植
物
の
色
で
あ

る
青
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
あ
る
。

ち
な
み
に
「
南
は
、
日
当
た
り

が
い
い
温
か
い
場
所
だ
か
ら
火
、

赤
」
「
西
は
金
（
白
）
に
通
じ
、

も
っ
と
も
身
体
を
冷
や
す
水
よ

り
は
ま
だ
暖
か
み
が
あ
る
の
で
、

太
陽
が
沈
ん
で
冷
え
込
む
西
と

結
び
つ
け
ら
れ
た
」
「
北
は
水

で
黒
、
水
は
身
体
を
冷
や
す
、

冷
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
」
よ
う
だ
。
季
節
で
い
え
ば

「
青
は
春
、
夏
は
朱
（
赤
）
、

白
は
秋
、
冬
は
玄
（
黒
）
」
と

な
る
。
今
年
総
合
優
勝
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
で
カ
ラ
ー

は
黄
色
で
あ
っ
た
。
黄
色
は

「
古
代
中
国
の
陰
陽
五
行
説
で

は
、
世
界
の
中
心
の
色
、
中
国

の
大
地
の
色
」
で
あ
る
。
来
年

は
何
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
輝
く
の

か
。
今
か
ら
楽
し
み
だ
。
（
顧
）

取材・広告

希望の方は

新聞同好会

（木内）まで

野
球
応
援
予
定

２
回
戦
対
富
士
学
苑

７
月
11
日
（
火
）
12
時

富
士
北
麓
球
場

（
３
年
次
生
応
援
）

３
回
戦
対
東
海
大
甲
府
（
予
想
）

7
月
15
日
（
土
）
11
時

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
球
場

（
全
年
次
自
由
応
援
）

☆．ホイッスル（ブブセラを含

む）や属物、ペットボトルの打

ち鳴らしは禁止。拍手での応援、

メガホン（Ｗメガホンは使用禁

止）を２つ使用しての打ち鳴ら

しは可。

ただし，地面や手すりを叩か

ないこと。

☆．靴・裸足にかかわらず，椅

子の上に立ち上がっての応援は

禁止。

☆．試合前、５回終了後のグラ

ウンド整備の際は、場内アナウ

ンスの妨げになるような応援は

しない。

☆．危険防止のため，グラウン

ドとスタンドの境のフェンスに

寄りかかったり，もたれたりし

ない。

☆．通行の妨げにならないよう

に，通路に荷物を置かないよう

にすること。

☆．ゴミを球場に残さないこと。

また夏の風物詩が戻ってくる！＝山日YBS球場

夏の青春の一コマ！野球応援が近づく

応援に向けての注意事項

質
問
項
目
①
名
前
②
背
番
号

③
ポ
ジ
シ
ョ
ン

④
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
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今
年
度
の
学
園
祭
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
「
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
４
年
ぶ
り
の
復

活
と
な
っ
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
許
可
が
初
め
て

出
さ
れ
た
「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

（
合
同
企
画
）
」
も
行
わ
れ
、

1
、
2
、
3
年
次
か
ら
な
る
ブ

ロ
ッ
ク
が
競
い
あ
う
、
気
合
の

こ
も
っ
た
若
鶴
祭
と
な
っ
た
。

今
回
、
総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
の
は
、
３
年
４
組
、
２
年
５

組
、
１
年
２
組
が
所
属
す
る
Ｄ

ブ
ロ
ッ
ク
。
多
く
の
部
門
で
入

賞
し
、
総
合
優
勝
の
発
表
時
に

は
大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

中
に
は
立
ち
上
が
っ
て
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
今
回
初
の
実
施
と
な
っ

た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
展
示
は
、

昼
休
み
の
み
の
開
放
や
、
一
定

時
間
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
の
入
れ

替
え
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
設
け

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
両
日
と
も
に
各
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
手

作
り
し
た
う
ち
わ
や
ボ
ー
ド
を

掲
げ
て
楽
し
そ
う
に
撮
影
し
て

お
り
、
ど
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

も
大
盛
況
だ
っ
た
。
今
後
の
若

鶴
祭
で
も
目
玉
企
画
の
ひ
と
つ

に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

優
勝
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
笹

原
拓
海
さ
ん
は
「
初
め
て
の
経

験
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
を
ま

と
め
る
こ
と
が
大
変
で
指
示
も

う
ま
く
出
せ
な
か
っ
た
が
、
み

ん
な
が
協
力

し
て
支
え
あ
っ

た
お
か
げ
で

優
勝
で
き
ま

し
た
。
壁
を

な
く
せ
る
よ
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
話
し
か
け
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。
体
育
祭
で
も
も
ち
ろ

ん
優
勝
し
た
い
で
す
！
」
と
意

気
込
ん
だ
。

（
文
責
１
年
）

今
回
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

で
韮
崎
高
校
を
破
り
３
位
入

賞
を
果
た
し
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
長
谷
川
凜
花

さ
ん
、
浅
川
夢
恵
さ
ん
に
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

Ｑ
1
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
県

ベ
ス
ト
4
に
入
っ
た
感
想
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ー
今
ま
で
は
ベ
ス
ト
4
決
め

で
負
け
て
い
た
け
ど
、
3
年

生
最
後
の
大
会
で
３
位
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
、

全
員
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
試
合
に
出
て

い
る
人
も
出
て
い
な
い
人
も

全
員
が
同
じ
気
持
ち
を
持
ち
、

練
習
で
や
っ
た
こ
と
を
全
員

で
徹
底
し
た
こ
と
で
繋
が
っ

た
勝
利
な
の
で
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
！

Ｑ
２
、
ど
ん
な
方
法
で
練
習

し
て
き
た
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

ー
練
習
を
す
る
自
分
達
が
練

習
の
質
と
量
を
作
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
練
習
し
ま
し

た
。
先
生
に
頼
り
っ
ぱ
な
し

で
は
な
く
、
練
習
が
始
ま
っ

た
ら
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気

作
り
を
全
員
が
心
が
け
、
練

習
中
は
先
輩
、
後
輩
関
係
な

く
プ
レ
ー
に
つ
い
て
言
い
合

う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

背
が
小
さ
い
チ
ー
ム
だ
っ
た

の
で
中
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
さ

せ
な
い
こ
と
や
、
ル
ー
ズ
ボ
ー

ル
や
ア
ウ
ト
と
リ
バ
ウ
ン
ド

を
徹
底
し
て
練
習
し
ま
し
た
。

Ｑ
３
、
一
、
二
年
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
人
数
が
半
分
以
下
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

に
強
い
相
手
と
戦
っ
て
も
自

分
達
の
バ
ス
ケ
を
証
明
で
き

れ
ば
勝
て
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
！
県
優
勝
の
報
告
を
待
っ

て
い
ま
す
！
！

（
文
責
２
年
新
聞
同
好
会
）

長谷川凜花さん、浅川夢恵さん

一
年
生
の
四
月
、
高
校
か
ら

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
勇
気

が
出
ず
に
、
文
章
を
書
く
こ
と

と
話
す
こ
と
が
好
き
と
い
う
理

由
で
入
っ
た
新
聞
同
好
会
。
入

会
し
た
当
初
は
同
級
生
が
お
ら

ず
、
先
輩
方
と
協
力
し
て
都
留

高
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
い
ま
し

た
。
３
年
間
の
新
聞
作
り
で
大

月
市
役
所
や
大
月
駅
付
近
の
飲

食
店
、
今
注
目
の
人
な
ど
へ
の

取
材
を
通
し
て
、
改
め
て
人
と

会
話
を
す
る
事
の
楽
し
さ
や
面

白
さ
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
る
喜
び
を
感
じ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
二
年
生
の
夏
に
参

加
し
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
東
京
大
会
は
私
の
高
校
生

活
で
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
高
校
生
と
一
つ
の
新
聞
を
作

り
上
げ
る
中
で
、
新
聞
作
り
に

対
す
る
知
識
や
熱
量
を
感
じ
と

て
も
刺
激
を
受
け
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
二
年
生
か
ら
同
級

生
四
人
が
新
聞
同
好
会
に
入
り
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
積
極

的
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
五
人
で
参
加
し
た
山

梨
県
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
四
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
パ
レ
ー
ド
の

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
へ
の
記
事

は
、
五
人
で
協
力
し
て
完
成
さ

せ
た
と
て
も
良
い
思
い
出
で
す
。

私
は
毎
朝
新
聞
に
目
を
通
し

ま
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
あ
る
今
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
は
自
分
の
興
味
関
心
の
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
し
か
見
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
朝
新
聞

に
目
を
通
す
事
で
、
世
の
中
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
私
た

ち
が
生
き
る
リ
ア
ル
で
は
何
が

起
き
て
い
る
の
か
を
客
観
的
に

知
る
事
が
で
き
ま
す
。
新
聞
の

一
枚
目
を
見
る
だ
け
で
も
世
の

中
を
見
る
視
野
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
一
歩
目
と
し
て
、
私
た
ち

の
発
行
す
る
新
聞
を
読
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
都
留
高
ニ
ュ
ー
ス
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責
３
年
竹
）

「
三
年
間
新
聞
の
新
聞
作
り
」

第
68
回
若
鶴
祭

〝
復
活
と
進
化
〟
の
若
鶴
祭

6
月
27
・
28
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
都
留
高
校
の
学
園
祭
で

あ
る
「
若
鶴
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
今
年
の
文
化
祭
は
、
復
活
し
た
部
門
と

新
し
く
誕
生
し
た
部
門
が
共
存
す
る
学
園
祭
と
な
っ
た
。
今
回

の
種
目
や
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

若鶴祭結果報告
クラス旗（1年）

1位Ｄ（１ー２）

2位Ａ（１ー５）

3位Ｃ（１ー１）

クラス旗（2年）

1位Ｄ（２ー５）

2位Ｅ（２ー２）

3位Ａ（２ー４）

クラス旗（3年）

1位Ｅ（３ー５）

2位Ｃ（３ー３）

3位Ｄ（３ー４）

合同製作（フォトスポット）

1位Ｄ 2位Ｂ 3位Ｅ

動画発表

1位Ｄ、Ｅ 3位Ｂ

合唱コンテスト

1位Ｂ、2位Ｃ 3位Ｄ

シンボルマーク

1位Ａ 2位Ｅ 3位Ｂ

クラスＴシャツ（1年）

1位 Ｄ（１ー２）

クラスＴシャツ（2年）

1位 Ｄ（２ー５）

クラスＴシャツ（3年）

1位 Ｅ（３ー５）

総合

1位Ｄ 2位Ｅ 3位Ｂ

シ
リ
ー
ズ
ー
都
留
高
新
聞
の
歴
史
⑨

70
年
前
の
学
園
祭
は
・
・

優したＢブロックの合唱

昭和31年８月１０日の1面

昭
和
31
年
8
月
10
日
の
都
留

高
新
聞
で
は
「
第
一
回
学
園
祭

迫
る

文
化
面
を
中
心
に
（
十

月
）
」
と
い
う
見
出
し
か
ら
記

事
が
始
ま
る
。
「
去
る
七
月
四

日
総
務
委
員
会
の
席
上
に
於
い

て
決
議
さ
れ
た
、
第
一
回
学
園

祭
は
来
る
十
月
十
九
、
二
十
、

二
十
一
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
昨

年
は
東
西
校
舎
合
併
記
念
と
し

て
文
化
祭
が
開
か
れ
、
又
体
育

局
に
於
い
て
は
、
例
年
通
り
の

校
内
体
育
大
会
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
学
園
祭
を
盛
大
に
行

う
に
は
、
体
育
文
化
両
局
を
切

り
離
さ
ず
に
、
両
局
盛
大
に
行

う
と
い
う
事
が
、
総
務
委
員
会

や
全
校
生
徒
の
念
願
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
裏
に
は
文
化
局

の
猛
烈
な
る
反
対
が
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
も
文
化
体
育
両
局
を

合
併
す
る
と
、
体
育
局
一
方
が

注
目
さ
れ
る
様
な
傾
向
で
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
云
う
事
が
反

対
の
第
一
理
由
で
あ
つ
た
。
・
・
」

今
年
行
わ
れ
た
学
園
祭
は
第

68
回
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
回

の
記
事
に
出
会
え
た
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

笠原拓海さん


